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臨時会
補正

物
価
高
騰
対
策
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

条例

職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
、
月

例
給
を
引
き
上
げ

1111
月月
2525
日日

第
６
回
臨
時
会

第
６
回
臨
時
会

1111
月月
2525
日日

議
会
全
員
協
議
会

議
会
全
員
協
議
会

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
事
業

　

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
非

課
税
世
帯
・
家
計
急
変
世
帯
に
１
世

帯
あ
た
り
５
万
円
を
現
金
給
付

１
億
４
４
６
万
５
千
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業

①
町
民
に
対
す
る
支
援

　

物
価
高
騰
対
策
低
所
得
世
帯
に
対

す
る
支
援
と
し
て
、
１
世
帯
当
た
り

２
万
円
を
現
金
給
付

２
，
２
２
３
万
１
千
円

②
町
内
商
工
業
者
等
へ
の
支
援

　

小
規
模
保
育
施
設
に
電
気
料
等
物

価
高
騰
分
の
支
援
と
し
て
、
１
施
設

10
万
円
を
補
助

30
万
円

③
農
業
者
へ
の
支
援

　

肥
料
、
飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る

　

国
の
人
事
院
勧
告
、
県
の
人
事
委
員

会
勧
告
に
準
じ
、
町
職
員
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
を

そ
れ
ぞ
れ
０
．
５
月
分
ず
つ
引
き
上
げ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
年
層
の
月
例
給
も
引
き
上

げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
５
回
臨
時
会
に
て
質
問
の
あ
っ
た

果
樹
農
家
に
対
す
る
支
援
の
仕
方
に
つ

い
て
再
度
制
度
設
計
し
た
内
容
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

果
樹
農
家

　

１
戸
あ
た
り　
　

20
万
円

　
　
　
　

↓

　

10
ａ
あ
た
り　
　

４
千
円

　

果
樹
も
水
稲
・
転
作
作
物
と
同
じ
よ

う
に
経
費
高
騰
分
の
半
分
を
支
援
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

影
響
を
受
け
て
い
る
農
業
者
に
対
す

る
支
援

・
稲
作
・
転
作
作
物
栽
培
農
家

　

10
ａ
あ
た
り
１
千
円

・
果
樹
農
家

	

１
戸
あ
た
り
20
万
円

・
畜
産
農
家
（
鶏
）

	

１
羽
あ
た
り
３
０
０
円

・
畜
産
農
家
（
牛
）

	

１
頭
あ
た
り
２
万
円

４
，
１
８
３
万
１
千
円

④
土
地
改
良
区
へ
の
支
援

　

維
持
管
理
に
係
る
電
気
料
金
の
増

加
に
伴
い
影
響
を
受
け
る
農
業
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
土
地
改
良
区
に

対
す
る
支
援

３
５
６
万
７
千
円

【
質
疑
】

Q　
な
ぜ
果
樹
農
家
だ
け
が
耕
作
面

積
で
は
な
く
１
戸
あ
た
り
の
支
援
な
の

で
す
か
。

A　

果
樹
農
家
の
耕
作
面
積
な
ど
実

態
を
町
で
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

緊
急
的
な
支
援
を
す
る
た
め
、
戸
数

で
の
支
給
と
し
ま
し
た
。

Q　
耕
作
面
積
は
農
家
間
で
か
な
り

の
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
制

度
で
は
説
明
が
つ
き
ま
せ
ん
。

A
　
ど
の
よ
う
な
形
が
一
番
良
い
方

法
で
広
く
農
家
さ
ん
に
配
分
で
き
る

の
か
、
予
算
の
中
で
再
度
制
度
設
計

を
し
て
い
き
ま
す
。

果樹農家をはじめとした農業者に対し果樹農家をはじめとした農業者に対し
支援が行われる支援が行われる
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議会の動き

今
後
の
議
会
活
動
の
参
考
に

～
福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
～

　

10
月
24
日（
月
）に
郡
山
市
ビ
ッ

グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
開
催
さ

れ
た
福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
北
大
学
大
学
院
情
報
科
学
研

究
科
准
教
授
の
河
村
和
徳
氏
に
よ

る
「
町
村
議
会
の
あ
り
方
と
今
後

の
議
会
改
革

－

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を

意
識
し
て
」の
ほ
か
、政
治
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
細
川
隆
三
氏
に
よ
る

「
日
本
政
治
の
行
方
～
ズ
バ
リ
解

説
！
政
局
の
焦
点
」
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
町
村
議
会
の
改
革
の
課
題
」、

「
先
進
議
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
」、「
地

方
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
論
点
」

な
ど
、
今
後
の
町
議
会
活
動
に
役

立
つ
研
修
で
し
た
。

　

11
月
16
日
に
山
形
県
金
山
町

議
会
の
皆
さ
ん
が
来
町
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
５

名
が
同
席
し
、「
農
に
笑
い
を
！

農
・
笑
・
交
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
や
産
業
課
の
職
員
を
講

師
に
、
研
修
や
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

共
通
の
課
題
で
あ
る
農
業
振
興

策
を
は
じ
め
、
様
々
な
事
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

※
農
・
笑
・
交
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
三

遊
亭
兼
好
師
匠
と
農
作
業
で

共
に
汗
を
流
し
、
農
業
の
実

態
を
知
っ
て
も
ら
い
、
町
の

農
産
物
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
活
動
で
す
。
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議会の動き

議会を傍聴してみませんか？
　３月の定例会は、令和 5年
度の予算の審査も行われます。

　手続きは簡単！
　議場前にある受付簿に名前
を書くだけです。
　ぜひ傍聴にお越しください。

※傍聴の際はマスクの着用を
　お願いいたします。
※日程は変更になる場合があ
　ります。

【令和５年第１回定例会日程（予定）】
３月２日（木）開会日
	 ６日（月）・	７日（火）一般質問
	 10 日（金）・14日（火）予算特別委員会
	 16 日（木）閉会日

災
害
現
場
を
視
察

２
，４
，５-

Ｔ
系
除
草
剤

埋
設
地
視
察

　

10
月
30
日
、
総
務
産
業
建
設
常
任

委
員
会
で
、
８
月
の
大
雨
に
よ
り
被

害
が
あ
っ
た
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

次
の
耕
作
に
間
に
合
う
よ
う
、
復

旧
工
事
を
す
す
め
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。

　

今
定
例
会
で
も
復
旧
の
た
め
の
費

用
が
含
ま
れ
た
補
正
予
算
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

２
，４
，５-

Ｔ
系
除
草
剤
は
、
か
つ

て
国
内
で
除
草
剤
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、
昭
和
46
年
に
林
野

庁
の
指
示
で
使
用
が
中
止
さ
れ
埋
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
、
森
林
事
務
所
の
職
員

と
埋
設
場
所
を
視
察
し
、
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
数
年
ご
と
に
視
察
し
、

現
状
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

決算特別委員会の様子決算特別委員会の様子



あいづばんげ議会だより第 208 号・令和 5年 1月 25日発行（15）

新年のご挨拶

12
月
28
日  

年
末
大
そ
う
じ

新
年
の
ご
挨
拶

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
日
頃
よ
り
町
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
第
八
波
に
突
入
し
て
お
り
、

慎
重
な
行
動
を
取
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
二
年
間
実

施
で
き
な
か
っ
た
「
未
来
ト
ー

ク
」
を
三
回
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
町
民

の
方
々
の
様
々
な
ご
意
見
・
ご

要
望
に
対
し
力
を
尽
く
し
て
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
ご
心

配
を
お
か
け
し
て
い
る
新
庁
舎

建
設
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

四
年
前
に
議
決
し
て
い
る
現
庁

舎
周
辺
も
含
め
て
、
再
度
協
議

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
町
長
に
対
し
早
急
に
方
針

を
示
す
よ
う
要
請
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
年
の
干
支
は
「
癸
卯
・
み

ず
の
と 

う
」
で
あ
り
、「
卯
」

に
は
「
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
跳
ね

上
が
る
」
と
さ
れ
る
意
味
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
さ
に
今
年
は
文
字
通
り
、

こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
を
結
び
、

勢
い
よ
く
成
長
し
、
飛
躍
す
る

縁
起
の
良
い
年
と
な
る
よ
う
に
、

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆

様
の
貴
重
な
る
声
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
べ
く
、
議
員
一
丸
と

な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　
　
会
津
坂
下
町
議
会
議
長

水 

野　

孝 

一

一年使った議場や議員控室などの大掃除をしました。



あ
い
づ
ば
ん
げ
議
会
だ
よ
り

発
行　
会
津
坂
下
町
議
会

編
集　
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

今
年
は
卯
年
で
す
。

飛
躍
の
年
と
も
言
わ

れ
ま
す
が
、
わ
が
町

に
お
い
て
言
え
ば
脚

力
よ
り
大
き
な
耳
の

方
が
必
要
で
は
。

住
民
の
意
見
を
残

す
こ
と
な
く
集
め
ら

れ
る
、
う
さ
ぎ
の
耳

の
よ
う
な
大
き
な
ア

ン
テ
ナ
で
情
報
を
集

め
る
年
で
あ
る
と
実

感
し
ま
す
。

（
物
江　

政
博
）

編

後
集
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物
江
　
政
博

みんなのひろばみんなのひろば
ふるさと納税の返礼品に

ご協力いただいている三酒蔵を
ご紹介します！

旨味・甘味・酸味のバランス、丁寧で清潔な造り、徹底した
低温管理より生まれる清さ溢れる透明感。そして、日本酒に流
れる季節感を表現すべく、酒質設計・造り・管理・ブレンドな
どを通じ、しっかりと飲み手の皆様の「食事＝生きること」に
寄り添いながら、花を添えられるようなお酒のご提案をさせて
いただきたいと考えております。

我々の酒を愛でて下さる全ての皆様へ、人生の喜び、幸せ、
時には悲しみにもそっと花を添えることができ、のぼる朝日（あ
けぼの）のように温かく明るい楽しい酒で皆様を最高の笑顔に。

曙酒造株式会社

豊国酒造合資会社

株式会社廣木酒造本店

県外に出ていき頑張っている人へは、故郷を感
じる応援酒として、また、県外の方には福島・会
津をより知っていただき、愛していただけるお酒
として、一つ一つの工程をきめ細やかに進め、低
温長期発酵による丁寧な酒造りをしております。

文久 2 年（1862 年）創業で、今年で 160 年にな
ります。

五代目の私と４年前に蔵入した六代目の長男を中
心に、地元蔵人と手作りの丁寧な酒造りをしています。

全国新酒鑑評会で９年連続金賞を受賞するなど、
高品質な酒造りを目指し、最近ではａｗａ（泡）酒
にも力を入れています。


